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ウラン 235原子核 (23592 U)に熱中性子が吸収されて次の核分裂が起きたとする．

235
92 U+ n →143

54 Xe +91
38 Sr + 2n. (1)

中性子の質量、およびそれぞれの原子核を持つ中性原子の質量をMn = 1.0087 amu, M(23592 U) =

235.0439 amu, M(14354 Xe) = 142.9273 amu, M(9138Sr) = 90.9102 amu とし，1 amu · c2 =

931.5 MeVとする．

1. 核分裂の前後において，陽子数 (電荷)，中性子数が保存されるかどうか確かめよ．

2. このとき，欠損質量 [amu]と質量欠損比を求めよ．

3. このとき放出されるエネルギーは約MeVか計算せよ．

(解答例)

1. 　核分裂前：

(a) 陽子数 (電荷)=92，

(b) 中性子数=(235‐ 92)＋１=144．

　核分裂後：

(a) 陽子数 (電荷)=54+38=92，

(b) 中性子数=(143-54)＋ (91-38)+ 2=89+53+2=144．

以上のとおり，核分裂の前後において，陽子数 (電荷)，中性子数が保存されている．

2. 欠損質量∆M は

∆M = M(23592 U) +Mn −M(14354 Xe)−M(9138Sr)− 2×Mn

= [235.0439− 142.9273− 90.9102− 1.0087] amu

= 0.1977 amu. (2)

質量欠損比は
∆M

M(23592 U) +Mn

=
0.1977

235.0439 + 1.0087

= 0.00083 ≈
(

1

1200

)
(3)

3. 前問の結果より，核分裂により放出されるエネルギー∆Eは

∆E = ∆M · c2

= 0.1977 amu · c2

= 184 MeV. (4)


